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平成 24 年３月期の業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 
 
 

平成 24 年３月期（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日）の業績予想値と実績値とに差異が生

じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
１．業績予想値と実績値との差異 

(1) 通期（平成 23 年４月１日～平成 24 年３月 31 日）の連結業績予想と決算値との差異 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 
（平成 23 年 11 月 11 日公表） 

百万円 
27,500 

百万円 
1,050 

百万円 
670 

百万円 
250 

円 銭 
12.50 

今 回 実 績 （ Ｂ ） 27,933 912 705 340 17.03 
増   減   額（Ｂ－Ａ） ＋433 △137 ＋35 ＋90 ― 
増       減       率（％） ＋1.6 △13.1 ＋5.3 ＋36.3 ― 
（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 
（ 平 成 2 3 年 ３ 月 期 ） 27,129 1,306 955 586 29.33 

 
(2) 差異の生じた理由 

売上高につきましては、主に車載通信機器セグメントにおいて第４四半期の受注が予想を大幅に

上回ったことなどから、予想値を上回りました。 
営業利益につきましては、製品構成の変化による利益率低下、中国での労務費増加などにより売

上原価率が上昇したことに加え、研究開発費など販売費及び一般管理費の増加などにより、予想値

を下回りました。 
経常利益につきましては、期中において急速な円高進行・継続に伴い外貨建て資産の評価損等為

替差損を計上しておりましたが、期末で若干円安となり当該評価損の額が縮小したことなどにより、

予想値を上回りました。 
当期純利益につきましては、繰延税金資産の回収可能性見直しにより、予想時点より税金費用が

減少したことから、予想値を大幅に上回りました。 
 

以 上 
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